
第２回大分県障がい者スポーツ大会開催概要

１ 目 的
第２回大分県障がい者スポーツ大会（以下 「大会」という ）は、全、 。

ての障がいのある方が、希望と勇気をもって自立し、社会に積極的に参加する
意欲を喚起するとともに、障がい者スポーツの普及に努め、県民の障がいのあ
る方に対する理解を一層深め、障がいのある方の社会参加の推進に寄与するこ
とを目的とする。

２ 主 催
大分県（主管：大分県障がい者体育協会）

３ 大会期日
平成１９年５月２０日（日）

２６日（土）
２７日（日）

（期日・競技）４ 大会会場
５月２０日（日）
(1)サウンドテーブルテニス（視覚） 身体障害者福祉センター
(2)グランドソフトボール（視覚） 実相寺中央公園第一多目的広場
５月２６日（土）
(3)開会式・陸上競技（身体・知的） 九州石油ドーム
(4)水泳（身体・知的） 大分市営温水プール
(5)アーチェリー（身体） 大洲総合運動公園弓道場
(6)卓球（三障がい） 身体障害者福祉センター
(7)ボウリング（知的） ＯＢＳボウル
(8)フライングディスク（三障がい） ストークグラウンド

）５月２７日（日
(9)車椅子バスケットボール 太陽の家サンスポーツセンター・
( )バスケットボール（知的－男女） 大洲総合体育館小体育室10
( )ソフトボール（身体・知的） 大分市舞鶴球場11
( )フットベースボール（知的） 大洲総合運動公園多目的広場12
( )バレーボール（聴覚・知的－男女・精神） 大分県身体障害者福祉センター13
( )サッカー（知的） 大分スポーツ公園サッカー場Ａ14
（検討事項）
卓球及びﾌﾗｲﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸについては、精神障がい者の参加、またソフトボール

については、身体障がい者の参加を認める。ただし、オープン参加とする。

５ 競 技
（１）個人競技種目

競 技 群 競 技 種 目
歩 走 障害急歩、競走（50,60,100,200,400,800,1500,5000m ）
ｽ ﾗ ﾛ ｰ ﾑ スラローム１、スラローム２
跳 躍 走高跳、立幅跳、走幅跳、立三段跳、三段跳
投 て き 砲丸投、ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ投、こん棒投、ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投、ﾋﾞｰﾝﾊﾞｯｸﾞ投、やり投
水 泳 自由形､背泳ぎ､平泳ぎ、ﾊﾞﾀﾌﾗｲ(各25,50,100m)
ｱｰﾁｪﾘｰ 50m･30m ラウンド、30m ダブルラウンド
卓 球 卓球、サウンドテーブルテニス
ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ 個人戦（４ゲームトータル）

アキュラシー（ﾃﾞｨｽﾘｰﾄ･ﾌｧｲﾌﾞ、ﾃﾞｨｽﾘｰﾄ･ｾﾌﾞﾝ 、ディスタンスフライングディスク ）
※ とする。水泳の個人メドレーは廃止

（３）その他
選手団対抗４×１００ｍリレー（陸上 、200mリレー）
・200mメドレーリレー（水泳）とする。

６ 参加人員
１，３３０名（１）選手

内訳 個人競技（６競技） ９８０名
団体競技（７競技） ３５０名

９０名（２）役員


